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23 ２０１９年（令和元年）12月号　広報あしょろ２０１９年（令和元年）12月号　広報あしょろ

依存財源
27億7,798万9千円

28億8,997万1千円

総務費
6億0,930万6千円

6億9,484万6千円

農林水産業費
17億0,471万9千円

18億5,126万7千円

民生費
13億8,563万5千円

14億3,450万8千円

職員費
13億5,261万0千円

13億5,816万0千円

その他
8億3,339万6千円

10億6,600万4千円

衛生費
7億6,573万3千円

7億7,374万6千円

教育費
8億9,574万6千円

9億3,687万9千円

公債費
11億6,496万4千円

11億6,498万5千円

土木費
14億1,800万3千円

14億6,248万4千円

101億3,011万2千円

107億4,287万9千円

102億8,571万8千円

107億4,287万9千円

自
主

財
源

依

存

財

源

地方消費税交付金

1億3,777万3千円

1億3,777万3千円

その他

1億8,819万1千円

1億8,819万1千円

繰入金

8億4,320万2千円

9億2,777万1千円

諸収入

4億6,843万9千円

4億7,529万3千円

その他

5億4,461万8千円

5億6,842万2千円

町税

9億2,173万0千円

9億1,848万5千円

道支出金

5億5,117万5千円

5億6,282万3千円

国庫支出金

5億8,129万0千円

6億5,602万1千円

町債

18億1,165万8千円

20億7,045万8千円

地方交付税

42億3,764万2千円

42億3,764万2千円

自主財源
75億772万9千円

78億5,290万8千円
自主財源
27億7,798万9千円
28億8,997万1千円

依存財源
75億0,772万9千円
78億5,290万8千円

決算額（構成比）
予算額（構成比）

ま
ち
の

台
所

平成30年度決算状況

平
成
30

年
度
の
決
算
状
況
と
令
和
元
年
度
の
予
算
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
の
補
助
金
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

足
寄
町
の
家
計
簿
を
表
や
グ
ラ
フ
で
表
し
て
み
ま
し
た
。

平成30年度決算状況

まちづくりに101億3,011万２千円が使われました
一　般　会　計

主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す

地
域
活
性
化
推
進
事
業５

８
１
２
万
９
千
円

「
住
環
境
・
店
舗
等
整
備
補
助
金
」

　

定
住
人
口
の
確
保
と
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
町
内
建
設
業
者

等
に
よ
り
住
宅
、
店
舗
の
新
築
・
改
築
を
行

っ
た
方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
し
た
。

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
設
備
改
修
事
業

２
２
８
３
万
１
千
円

「
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
設
備
改
修
事
業
」

　

夏
季
に
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
室
内
が
高
温
と

な
る
こ
と
か
ら
、
食
中
毒
や
熱
中
症
等
に
よ

る
児
童
や
職
員
等
へ
の
事
故
防
止
の
た
め
、

空
調
設
備
を
整
備
し
、
環
境
改
善
を
図
り
ま

し
た
。

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
整
備
事
業

１
億
８
０
４
４
万
７
千
円

　

自
宅
で
の
生
活
が
難
し
く
な
っ
た
認
知
症

高
齢
者
が
入
居
す
る
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
が
町
内
で
不
足
し
て
い
た
た
め
、

新
た
な
施
設
を
整
備
し
ま
し
た
。

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
導
入
支
援
事
業

５
億
円

　

酪
農
の
収
益
性
お
よ
び
自
律
性
の
向
上
、

営
農
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、
町
農
業
協

同
組
合
が
建
設
し
た
Ｊ
Ａ
あ
し
ょ
ろ
バ
イ
オ

マ
ス
セ
ン
タ
ー
施
設
に
補
助
を
行
い
ま
し
た
。

町
民
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業

２
億
８
２
４
１
万
４
千
円

　

第
２
期
の
町
民
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
と
し

て
、
主
に
多
目
的
ホ
ー
ル
改
修
、
ボ
イ
ラ
ー

室
配
管
取
替
等
の
内
部
改
修
を
完
了
さ
せ
、

利
用
者
の
利
便
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業

８
７
１
１
万
３
千
円

　

老
朽
化
し
た
橋
梁
が
今
後
急
速
に
増
大
す

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
予

防
的
修
繕
等
を
行
う
こ
と
で
長
寿
命
化
を
図

り
ま
し
た
。

里
見
が
丘
公
園
整
備
事
業

１
億
７
８
９
１
万
０
千
円

　

遊
具
広
場
の
工
事
と
し
て
、
大
型
滑
り
台

や
複
合
遊
具
・
タ
ー
ザ
ン
ロ
ー
プ
遊
具
の
組

立
設
置
工
事
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
等
の

建
設
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
温
水

プ
ー
ル
と
総
合
体
育
館
の
改
修
実
施
設
計
も

行
い
ま
し
た
。

公
営
住
宅
建
替
事
業

２
億
２
２
４
７
万
１
千
円

　

足
寄
町
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
基

づ
き
、
は
る
に
れ
団
地
公
営
住
宅
の
実
施
設

計
と
新
築
お
よ
び
外
構
工
事
を
行
い
、
住
環

境
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

足
寄
小
学
校
改
修
事
業

１
億
５
７
１
万
３
千
円

　

足
寄
小
学
校
の
内
部
改
修
工
事
を
行
い
、

教
育
環
境
の
改
善
を
図
り
ま
し
た
。

小
学
校
教
員
住
宅
新
築
事
業

５
３
４
２
万
８
千
円

　

老
朽
化
し
た
教
員
住
宅
２
戸
の
建
て
替
え

を
行
っ
た
こ
と
で
、
教
員
の
住
環
境
の
安
定
、

改
善
を
図
り
ま
し
た
。

公
共
下
水
道
事
業
（
特
別
会
計
）

２
億
６
１
２
５
万
４
千
円

　

街
の
基
幹
的
施
設
で
あ
る
下
水
道
を
整
備

す
る
た
め
、
下
水
道
管
渠
並
び
に
雨
水
管
渠

の
新
設
工
事
や
、
下
水
道
管
渠
実
施
調
査
設

計
等
を
行
い
ま
し
た
。

簡
易
水
道
事
業
（
特
別
会
計
）

５
４
９
７
万
２
千
円

　

老
朽
化
し
た
導
水
管
の
更
新
お
よ
び
遠
隔

監
視
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
よ
り
、
効
率
的
な

施
設
維
持
管
理
お
よ
び
水
の
安
定
供
給
が
図

ら
れ
ま
し
た
。

建
設
改
良
工
事
（
企
業
会
計
）

６
０
５
２
万
３
千
円

　

水
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、
道
路
改
良

工
事
等
に
伴
う
配
水
管
の
移
設
・
敷
設
替
工

事
等
を
行
い
ま
し
た
。

足
寄
町
国
民
健
康
保
険
病
院

機
械
備
品
購
入
（
企
業
会
計
）

２
６
１
８
万
１
千
円

　

他
項
目
自
動
血
球
分
析
装
置
、
高
周
波
手

術
装
置
ほ
か
機
械
器
具
を
購
入
し
ま
し
た
。

１人当たりに使われた
お金の内訳は

収入　1,509,941円
支出　1,487,098円

平成3１年３月31日現在
人口　6,812人

（収入）

地方交付税 622,085円
町 債 265,951円
町 税 135,310円
道 支 出 金 80,912円
国庫支出金 85,333円
諸 収 入 68,767円
地方消費税交付金 20,225円
繰 入 金 123,782円
そ の 他 107,576円

（支出）

総 務 費 89,446円
民 生 費 203,411円
職 員 費 198,563円
公 債 費 171,016円
土 木 費 208,163円
衛 生 費 112,410円
教 育 費 131,495円
農林水産業費 250,252円
そ の 他 122,342円



45 ２０１９年（令和元年）12月号　広報あしょろ２０１９年（令和元年）12月号　広報あしょろ

平成31年４月から令和元年９月までの収入・支出状況です

一　般　会　計 一般会計　支出済額　36億1,681万5千円

企　業　会　計

会　　　　　計　　　　　名 予 算 額 収 入 済 額 支 出 済 額

上水道事業
収益的収入及び支出 １億７,３０５万５千円 ８,５１８万６千円 ６,７８６万１千円

資本的収入及び支出 １億４,３００万９千円 ０円 ５,３８２万４千円

病 院 事 業
収益的収入及び支出 １２億８,１０２万５千円 ５億３,４７８万３千円 ５億４,１８０万４千円

資本的収入及び支出 １億１,４２９万３千円 ４,０９４万５千円 ５,９０４万３千円

会　　計　　名 予 算 額 収 入 済 額 支 出 済 額 執 行 率

国 民 健 康 保 険 事 業 ９億９,０８５万６千円 ３億４,２５７万６千円 ３億３,１９０万１千円 ３３.５％

簡 易 水 道 ９,５６８万４千円 ４７６万９千円 １,７０５万９千円 １７.８％

公 共 下 水 道 事 業 ７億３,７６９万２千円 ３,５６３万６千円 １億７,０５０万０千円 ２３.１％

介 護 保 険 ９億８,５０６万０千円 ４億２,１３５万９千円 ３億６,１２８万８千円 ３６.７％

介 護 サ ー ビ ス 事 業 ３億１,５４７万１千円 ７,０５３万４千円 １億３,１５１万３千円 ４１.７％

後 期 高 齢 者 医 療 １億２,２２７万４千円 ３,６８９万６千円 ３,６１３万５千円 ２９.６％

資 源 ご み 処 理 等 事 業 ９,２９３万４千円 ３,５３７万１千円 ４,２１７万４千円 ４５.４％

特　別　会　計

目 的 別 借 入 先 別

企　業　会　計

会　　　計　　　名 収入 支出

上 水 道 事 業
収益的収支決算額 １億６,９５０万４千円 １億３,５２４万７千円

資本的収支決算額 １,８７１万２千円 ８,４１２万０千円

病 院 事 業
収益的収支決算額 １０億４,０３６万１千円 １１億３,９０６万９千円

資本的収支決算額 ７,７３９万５千円 １億０,２２５万９千円

会　　計　　名 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 差引

国 民 健 康 保 険 事 業 ９億５,５８２万２千円 ９億４,１７２万６千円 １,４０９万６千円

簡 易 水 道 １億０,０３６万２千円 １億０,０３６万２千円 ０千円

公 共 下 水 道 事 業 ４億５,５３５万４千円 ４億５,５３４万５千円 ９千円

介 護 保 険 ９億０,３６１万５千円 ８億６,６３４万６千円 ３,７２６万９千円

足寄都市計画足寄市街地区 
土 地 区 画 整 理 事 業 ５,３４４万５千円 ５,３４４万５千円 ０千円

介 護 サ ー ビ ス 事 業 ２億９,０５９万５千円 ２億９,０５９万５千円 ０千円

後 期 高 齢 者 医 療 １億２,１９２万８千円 １億２,１８６万５千円 ６万３千円

特　別　会　計

町の財産
土地 123,211,768㎡
公 の 施 設 2,147,261㎡
宅 地 225,403㎡
山 林 92,787,198㎡
そ の 他 28,051,906㎡

建物 127,140㎡
学 校 18,134㎡
公 営 住 宅 28,653㎡
そ の 他 80,353㎡

車両 106台
乗用自動車 20台
軽 自 動 車 7台
貨物自動車 30台
バ ス 16台
特殊自動車 13台

（ショベル、グレーダーなど）
そ の 他 20台

基金 60億3278万2千円
土地開発基金
 3332万2千円
その他の基金
 59億9946万0千円

証券その他の権利
 3億3644万1千円

町が借りているお金【町債】

一般会計・借入残高　121億2,591万9千円

平成30年度決算状況令和元年度予算執行状況

公営住宅債
5億4,481万2千円

公営住宅債
5億4,481万2千円

農林水産業債
1億8,033万6千円

農林水産業債
1億8,033万6千円

一般土木債
9,850万9千円

一般土木債
9,850万9千円

その他
2億4,146万4千円

その他
2億4,146万4千円

辺地対策事業債
8億9,208万9千円

辺地対策事業債
8億9,208万9千円

緊急防災・減災事業債
7億0,590万7千円

緊急防災・減災事業債
7億0,590万7千円

都市計画債
2億3,336万4千円

都市計画債
2億3,336万4千円

臨時財政対策債
35億9,060万3千円

臨時財政対策債
35億9,060万3千円

過疎対策事業債
56億3,883万5千円

過疎対策事業債
56億3,883万5千円

財　務　省

110億8,999万7千円

地方公共団体金融機構等

8億2,728万2千円

市町村振興協会　1億0,600万8千円

そ　の　他　1億0,263万2千円
17億1,795万8千円

42億4,415万3千円

7億2,934万7千円
7億4,682万9千円

(43％)

28億8,022万6千円

(68％)

2億9,729万2千円

(41％)

歳出
予算現額　　　103億1,734万6千円

支出済額　　　36億1,681万5千円(35％)歳入
予算現額　　　103億1,734万6千円

収入済額　　　40億3,238万0千円(39％)

18億0,414万7千円
3億8,108万8千円

(21％)
土木費

13億5,502万7千円
6億3,595万5千円

(47％)

民生費

8億9,224万5千円
5億7,543万7千円

(64％)
町　税

9億8,544万7千円
2億0,908万8千円

(21％)

公債費 12億2,816万0千円
6億2,849万6千円

(51％)

職員費

その他

地　方

交付税

4億6,186万6千円
4,822万2千円

(10％)
諸収入

8億7,719万5千円
1億3,930万5千円

(16％)

国　庫

支出金

5億7,208万7千円
9,189万8千円

(16％)
道支出金

8億8,250万0千円
3億2,307万6千円

(37％)
教育費

9億6,370万3千円
2億9,054万3千円

(30％)
総務費

その他

11億3,064万5千円
0円

(0％)

0円

(0％) 町　債 13億8,040万4千円
4億0,174万0千円

(29％)

農　林

水産業費

14億0,980万8千円

繰入金



67
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まちかどまちかどまちかどまちかどまちかどまちかど

２０１９年（令和元年）12月号　広報あしょろ２０１９年（令和元年）12月号　広報あしょろ

地場産品を学んで味わう

　仮装して楽しく町を歩こうと「足寄ＤＥハ

ロウィンパレード」（実行委員会主催）があ

しょろ銀河ホール21前などで開催されました。

幼児から大人まで２８０人が思い思いの衣装

をまとって商店街をパレードし、協賛の商店

など22カ所でアメやガムなどのおかしを笑顔

で受け取りました。

　ふるさと足寄１００年塾公開講座（学遊会・

町教育委員会主催）で北海道電力株式会社足

寄ネットワークセンターの松本光浩所長らを

講師に「北海道ブラックアウトの背景と今後

の電力供給について」と題して講演が行われ、

参加者は停電時にすべきことや発電機の使い

方などの備えや非常時の行動を学びました。

大停電への備えを学ぶ

リズムにあわせて
　元気アップ運動教室「エアロビクス」（町

教育委員会主催、全４回）が総合体育館で行

われ25人が参加しました。初回は音楽に合わ

せてスローテンポで体を動かす「かんたんエ

アロビクス」が行われ、参加者はインストラ

クターの小林永枝　（健康運動指導士）の指

導の下、楽しく汗を流していました。

　地元産食材の魅力を知ってもらおうと、町

内の生産者らで組織する「あしおこし隊」（沼

田正俊隊長）が足寄中学校３年生を対象にフ

ランス料理体験会を行いました。札幌市でレ

ストランを経営するオーナーシェフの髙橋毅

　らが腕を振るったフルコースランチを生徒

たちは堪能していました。

10/1
6

10/27観客を魅了して
　第29回町民芸術祭（実行委員会主催）が町

民センターで開催され、２３０人が来場しま

した。ステージには町文化協会をはじめ町内

で活動している16団体１個人が出演し、踊り

や歌、楽器演奏などを披露。出演者は日頃の

練習の成果を発表し、観客からは大きな拍手

や歓声が上がっていました。

10/2
8

11/6

　図書館開館１周年を記念して「ひまわり合

唱団ロビーコンサート」（町教育委員会主催）

が町民センターで行われ、約70人が来場しま

した。ひまわり合唱団が出演し「野に咲く花

のように」や「赤とんぼ」などを披露した他、

子どもに大人気の曲「パプリカ」を来場者と

いっしょに歌って踊りました。

10/2
2

11/6

町ホームページのあしょろルポでは、取材写真

を多数掲載しています。ぜひご覧ください。

がんを正しく理解する

　秋の全道火災予防運動に併せ、足寄消防署

（大竹口孝幸署長）と足寄消防団（奥泉圀博

団長）が町内で防火パレードと街頭防火ＰＲ

を行いました。防火パレードでは消防車が町

内を巡回し、防火ＰＲでは消防団員が火災予

防のタスキをかけ、買い物客に啓発グッズを

手渡しながら、火災予防を呼び掛けました。

11/2

　足寄中学校３年生を対象に「がん」につい

て学ぶ授業が行われ、町国民健康保険病院の

村上英之院長を講師にがんの種類や原因、治

療などについて学びました。村上院長は「生

活習慣を整えることが予防には大切ですが、

完全に予防することは難しいので検診を受け

て早期発見することが重要」と話しました。

まちなかで仮装パレード

美しいハーモニーが響く 火の用心願います 10/21

さ
ん

さ
ん
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開
催
し
ま
す

生
涯
学
習
事
業

Vol.118

●
令
和
２
年
足
寄
町
成
人
式

日
　
時　

１
月
12

日
㈰
　
午
後
１
時
～

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

対
　
象　

平
成
11
年
４
月
２
日
～

 

平
成
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

内
　
容　

午
後
１
時
～
式
典
（
町
主
催
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
成
人
祝
賀
会

 

（
実
行
委
員
会
主
催
）

　
　
　
　

午
後
３
時　

終
了
予
定

※
受
け
付
け
は
午
後
０
時
30

分
か
ら

そ
の
他　

 

該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
は
が
き
で

ご
案
内
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
本

町
に
住
民
票
が
無
い
方
で
も
、
参

加
希
望
さ
れ
る
方
や
案
内
は
が
き

の
届
か
な
か
っ
た
方
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

 

な
お
、
記
念
品
は
、
出
席
報
告
者

の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室　

☎
25

－

３
１
８
８

●
生
涯
学
習
講
座　

書
き
初
め
大
会

持
ち
物　

 

下
敷
き
、
大
筆
、
中
筆
、
墨
汁
、

す
ず
り
※
持
っ
て
い
な
い
人
は
受

付
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

 

書
道
や
書
き
初
め
を
あ
ま
り
や
っ

た
こ
と
の
な
い
方
も
ぜ
ひ
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
書
き

初
め
終
了
後
、
参
加
者
全
員
で
お

し
る
こ
も
食
べ
ま
す
。

　
　
　
　

 

12
月
24
日
ま
で
に
生
涯
学
習
室
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室　

☎
25

－

３
１
８
８

●
町
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
展

　

12

月
23
日
㈪
～
29

日
㈰

　
　

 

移
動
博
物
館
「
と
か
ち　

む
か
し
の
絵

は
が
き
展
」

　

１
月
６
日
㈪
～
13
日
㈪

　
　

 「
原
爆
の
実
相
に
ふ
れ
て
」

　
　

～
２
０
１
９
見
学
旅
行
を
と
お
し
て
～

　

１
月
15

日
㈬
～
30
日
㈭

　
　

書
き
初
め
大
会
作
品
展

　

２
月
３
日
㈪
～
２
月
17

日
㈪

　
　

健
康
川
柳
展

　

２
月
29

日
㈯
～
３
月
11

日
㈬

　
　

旭
町
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
展

　

３
月
14

日
㈯
～
26

日
㈭

　
　

 

令
和
元
年
度
足
寄
高
校
生
海
外
研
修
派

遣
事
業
パ
ネ
ル
展
、
第
43
回
足
寄
町
読

書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展

詳
　
細　

生
涯
学
習
室　

☎
25

－

３
１
８
８

子
育
て
・
家
庭
教
育

社
会
体
育
事
業

●
子
育
て
支
援
・
学
習
と
交
流
の
会

　

「
す
く
す
く
」

日
　
時　

12

月
19

日
㈭　

１
月
21

日
㈫

　
　
　
　

２
月
20
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
10
分
～
11
時
50
分

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー

そ
の
他　

参
加
に
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要

　
　
　
　

で
す
。
※
託
児
所
も
あ
り
ま
す
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室　

☎
25

－

３
１
８
８

●
子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」

日
　
時　

12

月
17

日
㈫
　
１
月
28

日
㈫

　
　
　
　

２
月
18

日
㈫
　
３
月
17

日
㈫

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
15
分

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー

詳
　
細　

生
涯
学
習
室　

☎
25

－

３
１
８
８

●
冬
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ

　

冬
休
み
の
長
期
休
業
中
の
児
童
の
居
場
所

づ
く
り
と
基
礎
学
力
向
上
の
手
助
け
の
た
め
、

冬
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時　

12

月
26

日
㈭
・
27

日
㈮

　
　
　
　

１
月
６
日
㈪
～
９
日
㈭

 

計
６
日
間

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー

※ 

詳
し
い
時
間
や
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、

各
学
校
を
通
じ
て
周
知
し
ま
す
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室　

☎
25

－

３
１
８
８

お

知

ら

せ

●
年
末
・
年
始
休
館

　

社
会
教
育
関
係
施
設
の
年
末
・
年
始
休
館

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
不
明
な
点
は
各
施
設

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
民
セ
ン
タ
ー

　

12

月
30
日
㈪
～
１
月
５
日
㈰

生
涯
学
習
館

　

12

月
30
日
㈪
～
１
月
６
日
㈪

総
合
体
育
館

　

12

月
30
日
㈪
～
１
月
６
日
㈪

温
水
プ
ー
ル

　

改
修
中
の
た
め
１
月
下
旬
に
開
館
予
定
。

※
開
館
日
は
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

動
物
化
石
博
物
館

　

12
月
30

日
㈪
～
１
月
７
日
㈫

※
図
書
館
ル
イ
カ
は
別
記

●
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ケ
ー
ト
教
室

日
　
時　

１
月
７
日
㈫
・
８
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
30

分
～
２
時
30

分

場
　
所　

里
見
が
丘
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

対
　
象　

小
学
生

●
十
勝
東
北
部
方
面
ス
ケ
ー
ト
大
会

日
　
時　

１
月
18

日
㈯

　
　
　
　

午
前
９
時
30

分
～

場
　
所　

里
見
が
丘
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

対
　
象　

小
・
中
学
生

●
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
教
室

日
　
時　

１
月
14

日
㈫
～
16

日
㈭

　
　
　
　

午
後
６
時
45
分
～
８
時
30

分

場
　
所　

里
見
が
丘
ス
キ
ー
場

対
　
象　

小
・
中
学
生

●
第
64

回
町
民
ス
ケ
ー
ト
大
会

日
　
時　

２
月
１
日
㈯

　
　
　
　

午
前
８
時
30

分
～

場
　
所　

里
見
が
丘
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

対
　
象　

町
民
（
幼
児
か
ら
一
般
）

● 

第
59

回
全
十
勝
小
中
学
校
選
抜
ス
ピ
ー
ド

ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会

日
　
時　

２
月
11

日
㈫

　
　
　
　

午
前
８
時
～　

開
会
式

　
　
　
　

午
前
９
時
～　

競
技
開
始

場
　
所　

里
見
が
丘
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

※ 

十
勝
管
内
の
各
方
面
予
選
を
通
過
し
た
小
・

中
学
生
が
十
勝
一
を
競
い
合
い
ま
す
。

社
会
体
育
事
業
に
関
す
る
詳
細
は

　
　

総
合
体
育
館　

☎
25

－

３
１
９
１
ま
で

大規模改修でご迷惑をおかけしています。

日
　
時　

１
月
10
日
㈮　

午
前
９
時
30

分
～

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

対
　
象　

幼
児
・
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で

定
　
員　

30

名

参
加
費　

 

５
０
０
円
（
教
材
費
等
と
し
て
、
申

込
時
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）
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募
集
し
ま
す

ご
相
談
く
だ
さ
い

新
し
い
『
冬
の
博
物
館
』

　

「
冬
の
博
物
館
」
が
か
わ
り
ま
す
。

　

◇
日
数
を
増
や
し
ま
す

　

◇
メ
ニ
ュ
ー
を
増
や
し
ま
す

　

◇
事
前
申
込
は
不
要
で
す

メ
ニ
ュ
ー

　

◯
雪
中
発
掘

　

◯
化
石
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
づ
く
り

　

◯
テ
レ
ビ
石
み
が
き

　

◯ 

干
支
（
子
年
）
に
ち
な
む
「
ミ
ニ
発
掘

プ
レ
ミ
ア
ム

：

ね
ず
み
」

日
　
時　

1
月
11
日
㈯
～
19
日
㈰

　
　
　
　

※
14
日
は
休
館
し
ま
す

費
　
用　

入
館
料
の
ほ
か
に
メ
ニ
ュ
ー
毎
の

　
　
　
　

材
料
費
（
３
０
０
円
～
）

　

実
施
方
法
な
ど
詳
し
い
内
容
は
、
12
月
11

日
発
行
の
「
博
物
館
だ
よ
り
」
で
確
認
く
だ
さ

い
。

詳
　
細　

博
物
館 

☎
25

－

９
１
０
０

動
物
化
石
博
物
館
情
報

●
里
見
が
丘
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

　

12
月
下
旬
利
用
開
始
予
定
で
す
。
ど
な
た

で
も
利
用
で
き
ま
す
が
、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
限
定
で
す
の
で
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
靴
や

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
靴
で
の
滑
走
は
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
滑
走
す
る
際
は
、
手
袋
・

帽
子
の
着
用
な
ど
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
掲
示

し
て
あ
る
ル
ー
ル
を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

詳
　
細　

総
合
体
育
館　

☎
25

－

３
１
９
１

●
里
見
が
丘
ス
キ
ー
場

　

１
月
中
旬
利
用
開
始
予
定
で
す
。
こ
の
ス

キ
ー
場
は
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
の
滑
走
も
可

能
で
す
が
、
ソ
リ
で
の
滑
走
は
禁
止
で
す
。

係
員
の
指
示
に
従
い
安
全
に
滑
走
願
い
ま
す
。

詳
　
細　

総
合
体
育
館　

☎
25

－

３
１
９
１

●
教
育
相
談
電
話

　

子
育
て
や
家
庭
教
育
を
は
じ
め
、
教
育
に

関
す
る
お
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
教
育
委

員
会
で
は
、
教
育
相
談
専
用
電
話
を
設
置
し
、

悩
み
や
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
専
用
電
話　

☎
25

－

４
９
７
６

　

（
よ
く
な
ろ
う
と
覚
え
て
く
だ
さ
い
）

相
談
内
容

　

 
学
校
生
活
、
い
じ
め
、
異
性
、
交
友
、
非

行
、
子
育
て
、
し
つ
け
、
生
活
な
ど

受
付
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

相
談
員

詳
　
細　

生
涯
学
習
室　

☎
25

－

３
１
８
８

根　広至

生涯学習推進アドバイザー

青木　敬二

生涯学習推進アドバイザー

● 

情
報
紙
「
え
ん
ぜ
る
」
編
集
員

　

子
育
て
支
援
情
報
紙
「
え
ん
ぜ
る
」
を
月

１
回
発
行
し
、
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
向
け

に
子
育
て
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
編
集
会
議
へ
の
参
加
や
原
稿
を
執
筆
し

て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
編
集
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
子
育
て
中
の
マ
マ
や
子
育

て
を
終
え
た
先
輩
マ
マ
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室　

☎
25

－

３
１
８
８

●
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」
運
営
ス
タ
ッ
フ

　

子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」
は
、

不
用
に
な
っ
た
子
ど
も
服
な
ど
の
提
供
や
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
の
貸
し
出
し
を
、
毎
月

１
回
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
前
日
準
備
と
当
日
運
営
を
手
伝
っ
て
く
れ

る
女
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室　

☎
25

－

３
１
８
８

●
町
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
展
作
品

　

町
民
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ビ
ー
を
利
用
し
て
、

趣
味
な
ど
で
制
作
し
た
各
種
作
品
や
撮
影
し

た
写
真
な
ど
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
個

人
、
団
体
問
わ
ず
作
品
を
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
の
で
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室　

☎
25

－

３
１
８
８

化石のアクセサリーづくり（例）

11

図
書
館
ル
イ
カ
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
開
館
１
周
年
を
迎
え
ま
し
た

　

町
図
書
館
が
11
月
18
日
に
開
館
１
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
の
１
年
間
で
図
書
室
だ
っ

た
頃
の
３
．
５
倍
の
約
２
万
人
の
来
館
者
が

あ
り
、
多
く
の
方
が
訪
れ
る
施
設
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
心
地

よ
い
時
間
を
過
ご
せ
る
図
書
館
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

●
児
童
館
分
館
か
ら

　

児
童
館
が
年
末
年
始
の
休
館
と
な
る
た
め

児
童
館
分
館
は
12
月
28
日
か
ら
１
月
５
日
ま

で
の
間
、
分
館
の
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。
１

月
６
日
か
ら
通
常
ど
お
り
開
館
し
ま
す
。
来

年
も
ぜ
ひ
児
童
館
分
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
新
春
企
画
「
本
の
福
袋
」

　

テ
ー
マ
ご
と
に
選
ん
だ
本
３
冊
を
詰
め
合

わ
せ
た
本
の
福
袋
を
大
人
向
け
20
袋
、
子
ど

も
向
け
15
袋
、
絵
本
15
袋
の
計
50
袋
を
ご
用

意
し
ま
す
。
何
か
入
っ
て
い
る
か
は
お
楽
し

み
で
す
。

※
本
は
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

●
冬
休
み
お
す
す
め
図
書
展
示

　

小
中
学
校
の
冬
休
み
期
間
に
併
せ
て
「
北

海
道
青
少
年
の
た
め
の
２
０
０
冊
」
の
中
か

ら
冬
休
み
に
お
す
す
め
の
図
書
を
展
示
し
ま

す
。

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

日
　
時　

１
月
30
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

対
　
象　

乳
児
健
診
該
当
者

※ 

乳
児
健
診
時
に
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

事
業
で
す
。

読
み
聞
か
せ

●
絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」

開
催
日　

12

月
28

日
㈯
　
１
月
25

日
㈯

　
　
　
　

２
月
22

日
㈯

時
　
間　

午
前
10
時
30

分
～
11
時

場
　
所　

図
書
館
ル
イ
カ

対
　
象　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年

詳
　
細　

絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
25

－

４
９
７
４

●
お
は
な
し
「
た
ん
ぽ
ぽ
」

開
催
日　

２
月
５
日
㈬　

３
月
４
日
㈬

時
　
間　

午
前
11
時
～
11
時
30

分

場
　
所　

図
書
館
ル
イ
カ

対
　
象　

乳
幼
児

詳
　
細　

お
は
な
し
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
事
務
局

 

☎
25

－

２
９
７
４

Ｄ
Ｖ
Ｄ
新
刊
案
内

『
Ｏ
Ｎ
Ｅ　

Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
（
ワ
ン
ピ
ー
ス
）
』

シ
リ
ー
ズ
８
作

『
シ
ュ
ガ
ー
・
ラ
ッ
シ
ュ

：

オ
ン
ラ
イ
ン
』

『
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
超
（
ス
ー
パ
ー
）
ブ
ロ

リ
ー
』

『
モ
ア
ナ
と
伝
説
の
海
』

『
も
っ
と
！
ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー
シ
ョ
ー
』
シ

リ
ー
ズ
３
作

　

図
書
館
内
で
視
聴
が
で
き
ま
す
。
視
聴
に

は
利
用
者
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

詳
　
細　

図
書
館 

☎
25

－

３
１
８
９

12
月
か
ら
２
月
ま
で
の
休
館
日
で
す
。

月
曜
日
が
休
館
で
す
。

12
月　

２
日
、
９
日
、
16
日
、
23
日

　
　
　

30

日
～
31
日
（
年
末
休
館
）

１
月　

１
日
～
５
日
（
年
始
休
館
）

　
　
　

６
日
、
13
日
、
20
日
、
27
日

２
月　

３
日
、
10
日
、
17
日
、
24
日

●
年
末
年
始
お
休
み
し
ま
す

　

町
図
書
館
は
、
12
月
30

日
か
ら
１
月
６
日

ま
で
年
末
年
始
の
お
休
み
と
な
り
、
７
日
か

ら
通
常
開
館
し
ま
す
。

　

本
の
貸
し
出
し
は
、
29
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
本
の
返
却
は
、
町
民
セ
ン
タ
ー

に
設
置
し
て
あ
る
返
却
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
い

た
だ
け
れ
ば
い
つ
で
も
可
能
で
す
。

図書館スタッフ一同、皆さんの来館をお待ちしています

図
書
館
休
館
日

開
催
し
ま
す
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ど
ん
ぐ
り
発
表
会

　

11
月
９
日
、
第
40
回
東
京
と
足
寄
を
結
ぶ
ふ
る
里
会
が
東
京
都
新
宿
区
の

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
本
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
な
ど
86
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
懐
か
し
い
旧
友
や
先
輩
、
後
輩
と
故
郷
の
思
い
出
や
近
況
を

語
り
合
い
ま
し
た
。

　

11
月
９
日
、
町
認
定
こ
ど
も
園
ど
ん
ぐ
り

（
渡
辺
裕
美
園
長
）
の
第
13
回
発
表
会
が
遊

戯
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

東京あしょろ会　湯浅徳弥会長

消防通信　第38号

前　略

足寄消防署より

消
防
出
初
式

年
間
出
動
件
数 

（
11
月
30
日
現
在
）

救
急
出
動 

３
６
１
件
（
11
件
増
）

火
災
出
動 

9

件
（
２
件
増
）

 

※
か
っ
こ
内
は
前
年
比

詳
　
細　

足
寄
消
防
署　

☎
25

－

２
６
１
９

　

新
春
行
事
の
一
つ

と
な
っ
て
い
る
消
防

団
出
初
式
の
歴
史
は

江
戸
時
代
か
ら
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
木
造

住
宅
が
密
集
す
る
江

戸
で
は
火
事
が
頻
発

し
、
江
戸
幕
府
は
消

防
組
織
で
あ
る
「
火

消
」
を
制
度
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
今
か
ら

３
０
０
年
以
上
前
の
明
暦
３
年
に
発
生
し
た

「
明
暦
の
大
火
」
で
は
２
日
間
に
渡
っ
て
火

災
が
続
き
、
江
戸
城
天
守
閣
を
含
む
江
戸
の

大
半
が
焼
失
し
、
犠
牲
者
は
３
万
か
ら
10
万

人
と
推
測
さ
れ
、
江
戸
の
歴
史
上
最
悪
の
火

災
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
火
災
で
江
戸

の
大
半
を
焼
か
れ
た
人
々
が
絶
望
に
く
れ
な

が
ら
復
興
作
業
を
行
う
中
、
２
年
後
と
な
る

万
治
２
年
１
月
４
日
に
老
中
・
稲
葉
正
則
が

定
火
消
総
勢
４
隊
を
率
い
て
「
上
野
東
照
宮
」

に
集
ま
り
史
上
初
の
「
出
初
」
を
行
い
、
江

戸
の
人
々
に
大
き
な
希
望
と
信
頼
を
与
え
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
「
出
初
」

は
毎
年
１
月
４
日
に
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

次
第
に
儀
式
化
さ
れ
恒
例
行
事
と
な
っ
て
今

日
の
出
初
式
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

足
寄
消
防
団
出
初
式
で
は
消
防
団
員
と
足

寄
消
防
団
の
全
車
両
が
一
同
に
集
結
し
分
列

行
進
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
姿
は
正
に
壮
観

で
あ
り
、
私
た
ち
の
町
「
足
寄
町
」
を
災
害

か
ら
守
っ
て
く
れ
る
消
防
団
員
の
一
糸
乱
れ

ぬ
勇
ま
し
い
分
列
行
進
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
足
寄
消
防
団
出
初
式
」

日
　
時　
　

令
和
２
年
１
月
４
日
㈯

　
　
　
　
　

午
前
10
時
40
分
～
分
列
行
進

　
　
　
　
　

午
前
11
時
～
式
典

場
　
所　
　

町
民
セ
ン
タ
ー 

サ
イ
レ
ン
吹
鳴　

午
前
９
時
に
吹
鳴

　

ま
た
足
寄
消
防
団
で
は
12
月
25
日
か
ら
30

日
ま
で
歳
末
夜
間
警
戒
を
実
施
し
ま
す
。
歳

末
警
戒
は
、
年
末
の
生
活
の
繁
忙
に
加
え
季

節
柄
火
気
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
、

火
災
発
生
の
危
険
性
が
増
大
す
る
こ
と
か
ら
、

全
町
消
防
機
関
の
警
備
体
制
を
強
化
し
、
併

せ
て
町
民
の
皆
さ
ん
の
防
火
意
識
の
高
揚
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今
一
度

火
の
元
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

11
月
10
日
に
東
京
交
通
会
館
（
東

京
都
千
代
田
区
）
で
開
催
さ
れ
た

「
北
海
道
暮
ら
し
フ
ェ
ア
」
に
出

展
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は

北
海
道
に
移
住
を
希
望
・
検
討
し

よ
う
と
し
て
い
る
方
を
対
象
に
開

催
さ
れ
、
全
体
で
７
３
１
組
１
１

５
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。
本
町

の
相
談
ブ
ー
ス
に
は
18
組
23
人
の

訪
問
が
あ
り
、
お
試
し
暮
ら
し
を

希
望
す
る
方
や
数
年
後
ま
た
は
退

職
後
の
移
住
先
を
探
し
て
い
る
方

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
方
か
ら
移
住
に

関
す
る
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　

相
談
者
に
は
、
町
の
全
般
的
な

説
明
や
町
内
の
求
人
情
報
の
提
供

と
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
や

医
療
・
介

護
に
従
事

す
る
仕
事

に
つ
い
て

も
説
明
を

さ
せ
て
い

た
だ
き
ま

し
た
。

　

11
月
７
か
ら
８
日
に
ホ
テ
ル
ポ

ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
（
札
幌
市
）
で

開
催
さ
れ
た
「
行
き
た
い
『
ま
ち
』

が
、
み
つ
か
る
。
観
光
と
物
産
フ

ェ
ア
」
に
出
展
し
ま
し
た
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
各
市
町
村
の
Ｐ
Ｒ
の

場
と
し
て
開
催
さ
れ
、
本
町
も
「
足

寄
町　

緑
輝
く
大
地
に
人
の
や
さ

し
さ
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち　

足
寄
町

観
光
物
産
展
」
と
し
て
、
町
と
あ

し
ょ
ろ
観
光
協
会
が
販
売
ブ
ー
ス

を
運
営
し
、
ラ
ワ
ン
ぶ
き
の
水
煮
・

漬
物
や
チ
ー
ズ
な
ど
の
本
町
を
代

表
す
る
逸
品
を
販
売
し
ま
し
た
。

ま
た
ホ
テ
ル
の
ラ
ン
チ
ブ
ッ
フ
ェ

に
は
本
町
の
特
産
物
を
使
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
が
２
日
間
限
定
で
登
場
。

　

ブ
ー
ス
に
訪
れ
た
多
く
の
方
に

町
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
し
た
ほ

か
本
町
の
味

も
届
け
る
こ

と
が
で
き
、

大
盛
況
に
幕

を
閉
じ
ま
し

た
。

　

10
月
３
日
か
ら
６
日
ま
で
代
々

木
公
園
（
東
京
都
渋
谷
区
）
で
開

催
さ
れ
た
「
第
25
回
北
海
道
あ
の
町
・

こ
の
町
・
こ
の
味
覚　

産
直
フ
ェ
ア
」

（
北
海
道
ふ
る
さ
と
会
連
合
会
運

営
）
に
出
展
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
首
都
圏
在
住
の
足
寄

町
出
身
者
等
で
つ
く
る
東
京
あ
し

ょ
ろ
会
（
湯
浅
徳
弥
会
長
）
と
町
、

あ
し
ょ
ろ
観
光
協
会
が
販
売
ブ
ー

ス
を
運
営
し
、
ラ
ワ
ン
ぶ
き
や
チ

ー
ズ
な
ど
の
特
産
品
を
販
売
し
ま

し
た
。
購
入
し
て
い
た
だ
い
た
方

か
ら
は
螺
湾
ブ
キ
の
大
き
さ
や
旬

の
時
期
な
ど
の
質
問
の
ほ
か
「
北

海
道
に
行
く
機
会
が
あ
れ
ば
足
寄

町
に
行
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
声

も
い
た
だ

き
、
多
く

の
方
に
本

町
の
特
産

品
や
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
が

で
き
ま
し

た
。

足
寄
町
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト

東
京

東
京

札
幌

北
海
道
産
直
フ
ェ
ア

北
海
道
暮
ら
し
フ
ェ
ア

観
光
と
物
産
フ
ェ
ア
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平
成
23
年
８
月
21
日
か
ら
続
い
て
い
る

「
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
」
の
日
数
が
、
11
月

７
日
を
も
っ
て
３
０
０
０
日
を
達
成
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
町
民
の
皆
さ
ん
の
交
通
安

全
に
対
す
る
高
い
意
識
、
ま
た
老
人
ク
ラ

ブ
や
学
校
で
の
交
通
安
全
教
室
、
交
通
安

全
協
会
等
で
の
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
積
極
的
な
実
施
に
よ
り
、
地
域
が
一
丸

と
な
っ
て
交
通
安
全
運
動
に
取
り
組
ん
で

き
た
成
果
で
す
。

　

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会
か
ら
町

民
の
皆
さ
ん
の
交
通
安
全
意
識
の
結
集
に

対
す
る
表
彰
状
、
鈴
木
直
道
北
海
道
知
事

か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
０
０
０
日
達
成
を
一
つ
の
通
過
点
と

し
、
引
き
続
き
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
交

通
安
全
運
動
に
取
り
組
み
、
交
通
ル
ー
ル
・

マ
ナ
ー
を
守
り
、
交
通
死
亡
事
故
の
な
い

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

冬
に
な
り
雪
が
降
る
と
、
路
面
状
況
が
悪

化
し
事
故
が
多
発
し
ま
す
。
車
を
運
転
す
る

人
も
歩
行
者
も
、
事
故
が
発
生
し
な
い
よ
う

次
の
こ
と
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

１
．
歩
行
者
の
保
護

・
運
転
手
は
歩
行
者
が
い
る
こ
と
を
意
識
し

安
全
な
速
度
で
運
転
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
早

く
な
る
日
没
に
合
わ
せ
た
デ
イ
・
ラ
イ
ト
や

早
め
の
点
灯
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

・
歩
行
者
は
反
射
材
等
を
身
に
着
け
、
道
路

を
横
断
す
る
と
き
は
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し

ょ
う
。

２
．
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
防
止

・
運
転
手
は
路
面
凍
結
の
恐
れ
が
あ
る
た

め
、
早
め
の
ブ
レ
ー
キ
や
ス
ピ
ー
ド
を
抑
え

た
安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・
歩
行
者
は
突
然
車
が
ス
リ
ッ
プ
す
る
こ
と

が
あ
る
事
を
念
頭
に
お
き
、
車
が
止
ま
っ
た

こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
道
路
を
横
断
し
ま
し

ょ
う
。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

　
　

３
０
０
０
日
達
成

冬
の
運
転
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い

　

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
注
意
し
よ
う
！

　

12
月
１
日
か
ら
、
携
帯
電

話
や
カ
ー
ナ
ビ
等
を
操
作
し

な
が
ら
自
動
車
等
を
運
転
す
る
「
な
が
ら
運

転
」
が
厳
罰
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
な
が
ら
運
転
」
は
重
大
事
故
を
引
き
起

こ
す
原
因
に
も
な
る
危
険
な
行
為
で
す
。
必

ず
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
な
運
転
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

携
帯
電
話
等
を
使
用
し
て
自
動
車
等
を
運
転

し
、
交
通
事
故
を
起
こ
す
と
…

１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
30

万
円
以
下
の
罰

金
・
違
反
点
６
点

※
人
身
事
故
と
な
っ
た
場
合
は
免
許
の
仮
停

止
処
分
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

走
行
中
に
携
帯
電
話
等
を
手
で
持
っ
て
通
話

し
た
り
、
画
面
を
注
視
す
る
と
…

６
カ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
10
万
円
以
下
の

罰
金
・
違
反
点
３
点

反
則
金　

大
型　

２
５
０
０
０
円

　
　
　
　

普
通　

１
８
０
０
０
円

　
　
　
　

二
輪　

１
５
０
０
０
円

　
　
　
　

原
付　

１
２
０
０
０
円

詳
　
細　

住
民
課
住
民
室
住
民
生
活
担
当
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老人クラブ交通安全教室（上利別）

交通安全教室（足寄小）

交通安全キャンペーン（信友会）

交通安全キャンペーン（足寄支部）

確定申告の

お知らせ　

十
勝
池
田
税
務
署
の
確
定
申
告

開
設
期
間
に
つ
い
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
定
申
告

が
で
き
ま
す
！

医
療
費
控
除
の
提
出
書
類
が
簡

略
化
さ
れ
ま
し
た

開
設
期
間　

令
和
２
年
２
月
17
日
㈪
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
月
16
日
㈪

申
告
会
場　

十
勝
池
田
税
務
署

　
　
　
　
　

（
池
田
町
字
旭
町
１

－

８
）

受
付
時
間　

平
日

：

午
前
９
時
～
午
後
４
時

留
意
事
項　

申
告
書
の
作
成
に
は
時
間
が
か

か
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
お
早
め
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
会
場
の
混
雑
状
況
に

よ
り
受
け
付
け
を
早
め
に
締
め
切
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

２
月
14
日
以
前
は
、
確
定
申
告
会
場
を
開

設
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
確
定
申
告
の
ご
相
談

は
、
申
告
会
場
を
開
設
す
る
２
月
17
日
以
降

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
告
に
関
す

る
ご
質
問
や
必
要
な
書
類
の
ご
確
認
な
ど
は
、

お
電
話
で
も
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳　

細　

十
勝
池
田
税
務
署
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国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
画
面
の
案
内
に

従
っ
て
金
額
等
を
入
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
、
消
費
税
及

び
地
方
消
費
税
な
ら
び
に
贈
与
税
の
確
定
申

告
書
等
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
作
成
し

た
申
告
書
等
は
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）

で
送
信
ま
た
は
印
刷
し
て
郵
送
等
で
税
務
署

に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
１
年
間

の
所
得
が
「
給
与

所
得
」
や
「
年
金

収
入
・
副
業
等
の

雑
所
得
」
の
み
の

方
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ

ッ
ト
か
ら
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
見
や
す

い
「
ス
マ
ホ
専
用
画
面
」
を
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp

s
://w

w
w

.n
ta

.g
o
.jp

/

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
・
作
成
コ
ー
ナ
ー
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
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（
平
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

　

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
領
収
書

の
提
出
の
代
わ
り
に
「
医
療
費
控
除
の
明
細

書
」
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
医
療

費
控
除
の
明
細
書
に
は
、
医
療
を
受
け
た
人

ご
と
、
病
院
・
薬
局
ご
と
に
医
療
費
を
合
計

し
て
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ

ー
ナ
ー
」
で
は
、
医
療
費
控
除
の
明
細
書
や

確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
医
療
費
の
領
収
書
は
自
宅
で
５
年
間
保
存

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
税
務
署
か
ら
求
め

ら
れ
た
と
き
は
、
提
示
ま
た
は
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
）
。

ス
ト
ッ
プ
！
税
の
滞
納

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
納
付
し
て
い
る
町
税
や

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
等
の
徴
収
金
は
、
福
祉
・

教
育
・
生
活
環
境
の
整
備
な
ど
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
自

主
財
源
で
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
か
っ
た
方
に

は
督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督
促
状
を
発
送

し
た
日
か
ら
起
算
し
て
10
日
を
経
過
し
た
日

ま
で
に
完
納
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
財

産
の
調
査
や
住
居
内
の
捜
索
を
行
い
、
法
に

従
っ
て
財
産
の
差
し
押
さ
え
等
を
執
行
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

滞
納
を
放
置
し
て
捜
索
や
差
し
押
さ
え
を

受
け
る
こ
と
に
な
る
と
、
あ
な
た
の
経
済
的

事
情
や
社
会
的
信
用
が
大
き
な
打
撃
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

病
気
や
災
害
、
失
業
、
事
業
の
不
振
な
ど
、

納
付
で
き
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
一
刻
も

早
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
ら
れ
な
い
税

金
や
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
法
律
で
定
め
ら

れ
た
割
合
で
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

詳　

細　

役
場
住
民
課
収
納
担
当
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足
寄
町
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
へ
】

　

医
療
費
の
お
知
ら
せ
は
、
１
月
診
療
分
か

ら
11
月
診
療
分
ま
で
の
も
の
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
医
療
費
の
お
知
ら
せ
を

医
療
費
控
除
に
活
用
す
る
場
合
、
12
月
診
療

分
に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関
か
ら
の
領
収
書

に
基
づ
き
作
成
し
た
医
療
費
控
除
の
明
細
書

を
申
告
書
に
追
加
し
て
添
付
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

詳　

細　

役
場
住
民
課
保
険
担
当
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12
月
１
日
か
ら

　

「
な
が
ら
運
転
」
厳
罰
化



1617 ２０１９年（令和元年）12月号　広報あしょろ２０１９年（令和元年）12月号　広報あしょろ

利用者に適したサービスの

　　　　　　　　提供を行っています

～
高
齢
者
の
心
に
寄
り
添
い
な
が
ら
活
動
を
し
て
い
ま
す
～

足

寄

町

高

齢

者

保

健

福

祉

サ

ー

ビ

ス

モ

ニ

タ

ー

　
　
　

高
齢
者
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　

モ
ニ
タ
ー
っ
て
ど
ん
な
人
？

　

高
齢
者
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
制

度
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や
高
齢
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
が
感
じ
た
不

満
や
要
望
を
お
聞
き
し
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
の

た
め
関
係
機
関
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
平
成
16
年
度
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
だ
け
で
な
く
、

依
頼
を
受
け
た
町
内
の
高
齢
者
宅
や
施
設
を

訪
問
し
、
世
間
話
を
し
な
が
ら
気
軽
に
相
談

で
き
る
関
係
を
つ
く
り
、
お
聞
き
し
た
困
り

ご
と
、
心
配
ご
と
な
ど
を
、
必
要
に
応
じ
て

役
場
な
ど
の
関
係
機
関
に
つ
な
げ
る
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

具
体
的
に
は
ど
ん
な

　
　
　
　
　

活
動
を
し
て
い
る
の
？

●
見
守
り

　

ご
自
宅
へ
の
訪
問
は
、
高
齢
者
の
方
へ

の
見
守
り
も
兼
ね
て
い
ま
す
。
モ
ニ
タ
ー

が
「
い
つ
も
と
様
子
が
違
う
」
な
ど
の
異

変
に
気
付
い
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
役
場
へ

連
絡
を
行
い
ま
す
。
定
期
的
に
訪
問
す
る

モ
ニ
タ
ー
だ
か
ら
こ
そ
、
異
変
に
も
気
付

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
話
し
相
手

　

何
気
な
い
世
間
話
を
通
じ
て
、
家
に
閉

じ
こ
も
り
が
ち
な
方
の
気
分
転
換
や
、
認

知
症
予
防
を
図
り
ま
す
。
ま
た
施
設
へ
訪

問
の
際
は
入
所
者
の
方
々
に
楽
し
ん
で
も

ら
う
た
め
、
一
緒
に
歌
を
歌
っ
た
り
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
悩
み
や
困
り
ご
と
の
「
橋
渡
し
役
」

　

日
常
生
活
に
お
け
る
心
配
ご
と
や
困
り

ご
と
な
ど
を
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関

に
つ
な
げ
る
橋
渡
し
役
と
な
り
ま
す
。
モ

ニ
タ
ー
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
、
そ
の
人

に
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か
を
関
係
機

関
で
話
し
合
い
、
困
り
ご
と
の
解
消
に
つ

な
げ
ま
す
。

●
研
修
へ
の
参
加

　

高
齢
者
の
方
と
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
っ
た
り
、
心
配
ご
と
や
要
望

な
ど
を
し
っ
か
り
と
聞
き
取
れ
る
よ
う
に

「
傾
聴
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
の
研
修
会
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー

の
訪
問
先
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

高
齢
者
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
の

訪
問
先
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

「
誰
か
に
話
し
相
手
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」

「
心
配
ご
と
や
困
り
ご
と
を
相
談
す
る
相
手

が
ほ
し
い
」
「
離
れ
て
住
ん
で
い
る
家
族
を

定
期
的
に
訪
問
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
考
え

て
い
る
方
は
、
担
当
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
者
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー

に
は
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
。
訪
問
先
で

モ
ニ
タ
ー
が
聞
い
た
こ
と
、
知
っ
た
こ
と
、

そ
の
他
の
個
人
情
報
は
、
必
要
に
応
じ
て

関
係
機
関
で
共
有
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
の
人
に
知
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

詳　

細　

役
場
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
担
当
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足
寄
町
地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
の

委
員
を
公
募
し
て
い
ま
す

　

本
町
の
地
域
福
祉
の
推
進
に
関
す
る
事
項

を
一
体
的
に
定
め
る
「
足
寄
町
地
域
福
祉
計

画
」
の
策
定
に
あ
た
り
、
地
域
福
祉
推
進
の

主
体
と
な
る
住
民
の
皆
さ
ん
と
、
本
町
の
こ

れ
か
ら
の
福
祉
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
福
祉
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
に
関
心
が
あ
り
、
課
題
解
決
に
向

け
て
取
り
組
む
意
欲
の
あ
る
方
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
任　
　

期
】

　

委
嘱
の
日
か
ら
計
画
策
定
終
了
（
令
和
２

年
３
月
頃
）
ま
で

【
応
募
資
格
】

　

町
内
に
在
住
の
方
で
、
地
域
福
祉
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
に
関
心
が
あ
り
、
平
日
の
夜
に

開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る
方

【
報
酬
・
費
用
弁
償
】

　

委
員
に
な
ら
れ
た
方
に
は
、
会
議
出
席
の

都
度
、
町
条
例
の
規
定
に
よ
り
報
酬
・
費
用

弁
償
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

　

応
募
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

詳　

細　

役
場
福
祉
課
福
祉
担
当
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２
１
４
１
内
線
１
４
２

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を

  

紹
介
し
ま
す

　

足
寄
町
立
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
西
町

９
丁
目
に
立
地
す
る
要
介
護
高
齢
者
が
食
事

や
入
浴
、
排
せ
つ
な
ど
日
常
生
活
の
支
援
や

機
能
訓
練
、
健
康
管
理
な
ど
を
受
け
て
居
住

し
て
い
る
「
特
養
」
と
呼
ば
れ
る
介
護
老
人

福
祉
施
設
で
す
。

　

入
所
要
件
と
し
て
原
則
、
要
介
護
３
～
５

の
認
定
を
受
け
た
方
が
対
象
と
な
っ
て
お
り
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
施
設
の
な
か

で
は
最
も
重
度
の
方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
他
の
有
料
老
人
ホ
ー
ム
等
に
比
べ
て

利
用
料
金
が
比
較
的
低
い
事
が
特
徴
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

併
設
の
短
期
入
所
生
活
介
護
で
は
、
要
支

援
１
以
上
の
方
を
対
象
に
し
て
、
ご
家
族
の

仕
事
や
用
事
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
目
的
と
し

た
受
け
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

施
設
の
概
要

・
設
置
運
営　

足
寄
町

・
愛
称　

あ
ゆ
み
の
園

・
開
所　

昭
和
50
年
（
平
成
６
年
増
改
築
）

・
入
所
定
員　
　

56
名
（
短
期
入
所
６
名
）

・
平
均
年
齢　
　

88
．
１
才

・
最
高
年
齢　
　

１
０
０
才

・
平
均
介
護
度　

３
．
９

・
平
均
在
所
年
数　

４
年

・
職
員
数　
　
　
　

38
名

・
利
用
料
金　

介
護
保
険
自
己
負
担
分
、
居

　

住
費
、
食
費
（
収
入
、
貯
蓄
額
等
に
よ
る
）

・
施
設
理
念
抜
粋

　

明
る
く
住
み
よ
い
生
活
を
送
る
事
が
で
き

　

る
施
設
づ
く
り
。

　

安
ら
ぎ
の
あ
る
施
設
づ
く
り
。

　

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
施
設

　

づ
く
り
。

毎
年
、
慰
問
に
来
所
さ
れ
る
団
体
で
す

　

伊
藤
社
中

　

婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ

　

学
吟
会

　

ひ
ま
わ
り
合
唱
団

　

民
生
委
員
協
議
会

　

他
に
も
た
く
さ
ん
の
方
に
慰
問
に
来

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

き
く
な
っ

て
い
る
よ

う
で
す
。

　

そ
の
よ

う
な
中
で

も
特
養
で

の
生
活
に

よ
り
介
護

度
が
改
善
し
て
他
の
施
設
へ
移
ら
れ
た
事
例

も
あ
り
ま
す
。

　

先
々
の
選
択
肢
の
中
で
再
度
、
当
施
設
が

選
ば
れ
て
本
当
の
意
味
で
の
「
い
い
ね
ぇ
！
」

が
い
た
だ
け
る
よ
う
に
日
々
、
介
護
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

（
40
代
男
・
介
護
士
Ｎ
）

　

介
護
補
助
職
員
募
集
！

　

特
養
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
一
緒
に
働
い
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

経
験
や
資
格
の
有
・
無

は
問
い
ま
せ
ん
、
職
場
見

学
や
職
場
体
験
を
希
望
さ

れ
る
方
も
歓
迎
し
ま
す
。

　

賃
金
、
有
給
休
暇
等
の
雇
用
条
件
は
町
の

規
定
に
よ
り
ま
す
。

詳　

細　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
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－

３
３
５
５

　

介
護
士
よ
も
や
ま
話

　

介
護
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
20
年
以
上
に
な

り
ま
し
た
。
自
分
が
若
い
頃
に
入
所
し
て
い

た
お
年
寄
り
は
介
護
保
険
制
度
も
ま
だ
な
く

て
、
今
と
比
べ
る
と
元
気
で
活
発
な
方
が
た

く
さ
ん
、
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
年
寄
り
と
一
緒
に
野
菜
を
作
っ
た
り
、

夜
勤
中
に
花
札
を
し
た
り
、
昔
話
し
で
笑
い

合
っ
た
り
と
、
い
き
い
き
と
し
た
生
活
が
確

か
に
あ
っ
た
の
で
す
。

　

ネ
ズ
ミ
取
り
の
粘
着
シ
ー
ト
に
張
り
付
い

て
し
ま
い
動
け
な
く
な
っ
て
い
る
２
人
組
の

お
年
寄
り
を
発
見
し
た
事
も
お
か
し
く
思
い

出
さ
れ
る
出
来
事
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

高
齢
化
社
会
が
進
み
介
護
保
険
制
度
が
で

き
て
特
養
は
要
介
護
３
以
上
の
方
の
施
設
と

な
っ
た
今
、
終
の
棲
家
と
し
て
の
使
命
が
大
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入
れ
歯
の
お
手
入
れ

ま
ち
の
健
康
だ
よ
り

　

入
れ
歯
を
快
適
に
使
え
て
い
ま
す
か
？

　

ま
ず
は
入
れ
歯
を
「
よ
く
見
て
」
「
指
で

触
っ
て
」
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う

　

問
題
な
く
使
え
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
よ

く
観
察
し
て
み
る
と
、
ヒ
ビ
が
入
っ
て
い
た

り
、
歯
石
や
歯
垢
な
ど
の
汚
れ
が
付
い
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
入
れ
歯
の
寿
命
は
口

腔
癖
や
取
り
扱
い
方
、
入
れ
歯
が
ど
こ
の
部

位
に
入
っ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
最
初
は
自
分
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
気

に
な
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
か
か
り
つ
け
の
歯

科
医
院
で
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

入
れ
歯
安
定
剤
の
使
用
に
つ
い
て
も
歯
科
医

院
へ
の
相
談
が
必
要
で
す
。

　

入
れ
歯
の
洗
浄
方
法
に
つ
い
て

①
流
水
で
軽
く
食
べ
か
す
を
流
し
ま
す
こ
の

時
、
落
と
し
て
も
壊
れ
な
い
よ
う
に
、
水
を

張
っ
た
洗
面
器
を
下
に
置
い
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

②
入
れ
歯
専
用
歯
ブ
ラ
シ
を
使
い
、
粘
膜
に

当
た
っ
て
い
る
部
分
、
人
工
歯
の
付
け
根
の

部
分
を
き
れ
い
に
磨
き
ま
す
。
ご
自
身
の
歯

を
磨
く
よ
う
に
１
本
ず
つ
丁
寧
に
磨
い
て
く

だ
さ
い
。

③
部
分
入
れ
歯
は

バ
ネ
の
部
分
を
小

さ
な
歯
ブ
ラ
シ
や

歯
間
ブ
ラ
シ
を
使

っ
て
き
れ
い
に
し

ま
す
。

④
最
後
に
流
水
で
き
れ
い
に
流
し
ま
す
。

　

外
し
た
後
の
ケ
ア

　

入
れ
歯
は
で
き
る
だ
け
毎
食
後
洗
浄
し
て
、

睡
眠
中
は
外
し
て
く
だ
さ
い
。

①
入
れ
歯
洗
浄
剤
の
使
用
は
、
毎
晩
欠
か
さ

ず
に
！

　

入
れ
歯
に
は
食
べ
か
す
だ
け
で
は
な
く
細

菌
も
群
が
っ
て
付
着
し
て
い
る
の
で
、
歯
ブ

ラ
シ
の
洗
浄
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。
入
れ

歯
洗
浄
剤
に
は
細
菌
の
除
去
や
臭
い
を
取
り

除
く
効
果
も
あ
り
ま
す
。
入
れ
歯
を
清
潔
に

保
つ
た
め
に
は
歯
ブ
ラ
シ
と
洗
浄
剤
の
併
用

が
効
果
的
で
す
。

※
洗
浄
剤
の
使
用
は
入
れ
歯
ケ
ー
ス
を
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。
コ
ッ
プ
を
使
う
と
余
分

に
水
が
必
要
で
、
洗
浄
液
が
適
正
濃
度
よ

り
も
薄
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、

入
れ
歯
の
保
管
時
も
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
に

包
ん
で
し
ま
う
と
そ
の
ま
ま
捨
て
て
し
ま

う
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
必
ず
入
れ
歯
ケ

ー
ス
に
水
を
入
れ
て
保
管
し
て
く
だ
さ
い

（
ケ
ー
ス
に
水
を
入
れ
て
お
く
と
、
入
れ

歯
の
歪
み
防
止
に
な
り
ま
す
）
。

②
口
の
中
の
ケ
ア

　

部
分
入
れ
歯
の
方
は
、
入
れ
歯
を
外
し
た

後
ご
自
身
の
歯
も
磨
い
て
く
だ
さ
い
。
特
に

バ
ネ
が
か
か
っ
て
い
る
歯
は
汚
れ
が
溜
ま
り

や
す
い
の
で
入
れ
歯
に
接
し
て
い
る
面
は
よ

り
丁
寧
に
。
歯
間
ブ
ラ
シ
等
を
使
用
す
る
と

汚
れ
が
取
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

入
れ
歯
の
禁
忌

・
熱
湯
に
つ
け
る

・
市
販
の
歯
磨
き
粉
で
磨
く

　

入
れ
歯
の
劣
化
を
早
め
て
し
ま
う
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
し
っ
か
り
ケ
ア
し
て
、

で
き
る
だ
け
き
れ
い
な
入
れ
歯
を
維
持
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

詳　

細

　
　

役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当
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５
７
１

○
入
れ
歯
が
合
わ
な
い
と
き
の
考
え

　

ら
れ
る
原
因
は
…
？

●
入
れ
歯
を
作
成
し
て
か
ら
時
間
が
た

　

っ
て
い
る

●
作
成
し
た
時
か
ら
体
重
の
増
減
が
あ

　

っ
た

●
口
腔
乾
燥
が
あ
り
、
入
れ
歯
が
痛
く

　

感
じ
る

●
人
工
歯
が
す
り
減
っ
て
い
た
り
、
入

　

れ
歯
に
ヒ
ビ
や
割
れ
て
し
ま
っ
て
い

　

る
と
こ
ろ
が
あ
る

●
部
分
入
れ
歯
を
支
え
て
い
る
歯
の
治

　

療
が
必
要
に
な
っ
た

※
夜
寝
て
い
る
う
ち
に
歯
ぐ
き
が
膨
張

　

す
る
の
で
、
朝
起
き
た
直
後
は
入
れ

　

歯
が
き
つ
く
感
じ
ま
す

○
入
れ
歯
が
合
わ
な
い
と
起
こ
る
こ

　

と
と
は･

･
･

？

● 

固
い
も
の
が
食
べ
に
く
く
、
食
事
の

楽
し
み
が
減
る

●
食
物
繊
維
が
減
り
、
便
秘
に
な
り
や

　

す
い

●
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
保
て
ず
、
転
倒

　

し
や
す
く
な
る

●
滑
舌
が
悪
く
、
聞
き
取
り
に
く
い

い
つ
も
の
む　

い
つ
も
の
水
に　

日
々
感
謝

 
あ
し
ょ
ろ
の
上
下
水
道

第19号

冬
季
間
の
水
道
凍
結
に

　
　
　
　
　
　

注
意
し
ま
し
ょ
う

水
道
管
を
凍
結
さ
せ
な
い
た
め
に
は

ポ
ケ
モ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　

設
置
し
ま
し
た

　
毎
年
、
寒
さ
が
一
段
と
厳
し
い
12
月
か
ら

３
月
に
か
け
て
水
道
の
凍
結
事
故
が
多
発
し

ま
す
。

　

水
道
が
凍
結
す
る
と
、
水
が
出
な
く
な
る

だ
け
で
は
な
く
、
水
道
管
が
破
裂
し
た
場
合
、

解
氷
作
業
や
修
理
代
に
思
わ
ぬ
出
費
が
か
か

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
時
は
、
水
抜
き
を
し
て
水
道

の
凍
結
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

○ 

外
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に
な
っ
た

時
（
な
り
そ
う
な
と
き
）

○ 

旅
行
・
外
出
な
ど
で
家
を
留
守
に
す
る
な

ど
長
時
間
水
道
を
使
用
し
な
い
と
き

○ 

「
真
冬
日
」
（
一
日
中
外
気
温
が
マ
イ
ナ

ス
の
日
）
が
続
い
た
と
き

　

※ 

家
の
外
に
あ
る
蛇
口
、
北
向
き
で
陽
が

当
た
ら
な
い
場
所
、
風
当
た
り
が
強
い

と
こ
ろ
、
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水

道
管
は
特
に
凍
結
し
や
す
い
た
め
注
意

が
必
要
で
す
。

　
室
内
が
暖
か
く
て
も
、
床
下
は
寒
気
が
入

る
と
凍
結
し
や
す
く
な
り
ま
す
（
家
の
基
礎

周
り
の
換
気
口
な
ど
を
閉
め
ま
し
ょ
う
）
。

　

ご
家
庭
で
使
用
さ
れ
て
い
る
水
抜
き
せ
ん

（
元
せ
ん
）
は
寒
冷
地
用
に
作
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
正
し
い
使
用
方
法
で
凍
結
事
故
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

〇
水
抜
せ
ん
の
操
作
方
法

①
家
中
の
じ
ゃ
口
を
す
べ
て
開
け
る

　

※
水
は
出
し
た
ま
ま

② 

水
抜
せ
ん
の
ハ
ン
ド
ル
（
レ
バ
ー
）
を
「
止

（
と
ま
る
、
水
抜
）
」
の
方
向
に
動
か
す

※ 

ご
家
庭
に
付
い
て
い
る
水
抜
せ
ん
の
種
類

や
箇
所
数
に
よ
っ
て
操
作
方
法
や
手
順
が

異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
洗
面

所
や
ト
イ
レ
、
台
所
な
ど
、
水
場
ご
と
に

複
数
個
所
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
自
宅
の
水
抜
せ
ん
の
場
所

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

北
海
道
だ
い
す
き
発
見
隊
の
ア
ロ
ー
ラ
ロ

コ
ン
・
ロ
コ
ン
な
ど
の
ポ
ケ
モ
ン
が
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
た
マ
ン
ホ
ー
ル
「
ポ
ケ
ふ
た
」
が
、

株
式
会
社
ポ
ケ
モ
ン
か
ら
北
海
道
内
の
15
市

町
に
寄
贈
さ
れ
、
12
月
以
降
、
順
次
設
置
さ

れ
ま
す
。

　

「
ポ
ケ
ふ
た
」
は
１
枚
１
枚
が
オ
リ
ジ
ナ

ル
デ
ザ
イ
ン
で
、
世
界
に
１
枚
だ
け
し
か
な

い
マ
ン
ホ
ー
ル
で
す
。
既
に
道
外
の
各
地
域

に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
ポ
ケ
ふ
た
」
と
同
様
に
、
、

全
国
・
全
世
界
か
ら
多
く
の
方
が
、
道
内
各

地
域
へ
訪
れ
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
設
置
さ
れ
た
「
ポ
ケ
ふ
た
」
は
、

順
次
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
位
置
情
報
ゲ

ー
ム
『
ポ
ケ
モ
ン 

Ｇ
Ｏ
』
の
ポ
ケ
ス
ト
ッ

プ
に
な
る
予
定
で
す
。

　

本
町
で
は
、
道

の
駅
あ
し
ょ
ろ
銀

河
ホ
ー
ル
21
前
に

設
置
し
て
い
ま
す
。

詳　

細

　
　

役
場
建
設
課
上
下
水
道
工
務
担
当

 

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
５
７

軽
い
凍
結
の
場
合

　

露
出
し
て
い
る
水
道
管
（
保
温
筒
は
取
り

外
す
）
や
、
蛇
口
な
ど
に
タ
オ
ル
を
巻
き
つ

け
、
タ
オ
ル
の
上
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く

り
か
け
て
く
だ
さ
い
。

※ 

蛇
口
な
ど
に
直
接
熱
湯
を
か
け
た
り
、
直

接
火
を
当
て
た
り
す
る
と
、
破
裂
や
火
災
、

や
け
ど
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
水
が
出
な
い
と
き
は

　

足
寄
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
直

接
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

町
内
指
定
業
者

・
株
式
会
社
マ
ル
ヨ
産
業

　
　
　
　
　

北
２

－

３　

☎

25

－

３
０
２
９

・
有
限
会
社
武
藤
住
設

　
　
　
　
　

南
３

－

３　

☎

25

－

２
４
３
７

・
有
限
会
社
白
沢
文
栄
堂

　
　
　
　
　

南
５

－

１　

☎

25

－

２
４
１
０

・
有
限
会
社
コ
ミ
ヤ
マ

　
　
　
　
　

南
２

－

２　

☎

25

－

５
７
６
５

※
解
氷
作
業
や
修
繕
工
事
な
ど
の
費
用
は
、

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
修
理
の

作
業
時
間
や
修
理
に
使
っ
た
材
料
な
ど
に

よ
っ
て
費
用
は
異
な
り
ま
す
。

も
し
、
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら
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ミセス ユミ子の

消費生活
Ｑ＆Ａ

髙安ユミ子消費生活相談員
第85回

ユ
ミ
子

：

加
湿
器
に
も
い
ろ
い
ろ
な
種
類

が
あ
る
け
ど
、
ど
ん
な
物
を
使
っ
て
る
の
？

ア
ユ
ミ

：

加
湿
器
に
も
種
類
が
あ
る
の
？

ユ
ミ
子

：

大
き
く
分
け
て
「
気
化
式
」「
加
熱

式
」「
超
音
波
式
」
の
３
種
類
が
あ
る
の
。

ア
ユ
ミ

：

へ
ぇ
ー
、
そ
う
な
ん
だ
！

ユ
ミ
子

：

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
が
表
に
ま
と

ま
っ
て
い
る
か
ら
見
て
み
て
ね
。
北
海
道
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
い
ろ
い
ろ
な
商
品
を

テ
ス
ト
し
た
結
果
を
公
表
し
て
い
る
か
ら
参

考
に
す
る
と
い
い
わ
。
他
に
も
気
化
式
と
加

熱
式
を
組
み
合
わ
せ
た
り
、
超
音
波
式
と
加

熱
式
を
組
み
合
わ
せ
た
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
式
」

っ
て
い
う
の
も
あ
る
の
。
あ
と
は
、
加
熱
式

は
熱
い
蒸
気
が
出
る
か
ら
、
小
さ
な
お
子
さ

ん
が
い
る
場
合
は
、
手
の
届
く
場
所
に
置
か

な
い
よ
う
に
気
を
付
け
る
必
要
が
あ
る
わ
。

ア
ユ
ミ

：
そ
れ
ぞ
れ
に
長
所
短
所
が
あ
る

ん
だ
ね
。

ユ
ミ
子

：

加
湿
器
を
こ
ま
め
に
お
手
入
れ
し
て
、

上
手
に
乾
燥
対
策
し
て
ね
。

加
湿
器
の
特
性
を

知
ろ
う
！
の
巻

ユ
ミ
子

：

部
屋
の
空

気
が
乾
燥
し
て
く
る

季
節
だ
ね
。
ア
ユ
ミ

ち
ゃ
ん
は
加
湿
器
は

使
っ
て
る
？

ア
ユ
ミ

：

う
ん
。
使

っ
て
る
よ
！

足
寄
で
過
ご
し
た
初
め
て
の
秋

　国際交流員コラム　　　No. ９

Hello! Frien
ds!

ハ
ン
ナ
・
ボ
ー
ル
ホ
ー
ン

詳　

細　

消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）

 

☎

28

－

０
５
８
５

 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30

分

　
　
　
　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

 

☎

25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
２

メリット デメリット

気化式

熱い蒸気が出ない 運転音が大きい

消費電力が小さい 冷気を感じる

加湿量は室温の影響を受ける

加熱式

加湿量が多い 消費電力が高い

水蒸気が見え視覚効果がある 吹出温度が高い

運転音が小さい

超音波式

消費電力が小さい
スケールが白い粉として部屋に拡散する
可能性がある

運転音が小さい
手入れをしないと雑菌が拡散することが
ある

水蒸気が見え視覚効果がある 水の粒子が大きく周囲がぬれることがある

安価

※スケール…水が蒸発した後に残るマグネシウムやカルシウムなどの白い粉

　

足
寄
に
着
任
し
て
か
ら
３
カ
月
が
た

ち
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
も
早
く
時
間
が

過
ぎ
て
し
ま
っ
た
と
は
信
じ
ら
れ
ま
せ

ん
。
今
回
初
め
て
経
験
し
た
日
本
の
秋

は
、
私
に
と
っ
て
と
て
も
快
適
な
季
節

で
し
た
。
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
で
は
、

こ
の
時
期
に
は
す
で
に
20
㎝
以
上
の
積

雪
と
マ
イ
ナ
ス
15
度
以
下
の
日
が
続
き
、

さ
ら
に
真
冬
に
は
マ
イ
ナ
ス
30

度
以
下

に
な
る
日
も
あ
り
ま
す
。

　

足
寄
で
過
ご
し
た
秋
は
、

私
が
体
験
し
た
秋
の
中
で
一

番
美
し
く
、
長
く
感
じ
ま
し

た
。
ア
ル
バ
ー
タ
州
は
北
海

道
と
比
べ
気
温
が
低
く
、
１

～
２
週
間
ほ
ど
で
葉
は
落
ち
、

紅
葉
も
長
く
続
き
ま
せ
ん
。

そ
し
て
赤
や
オ
レ
ン
ジ
色
に

な
る
葉
が
な
い
の
で
、
葉
の

色
が
鮮
や
か
に
変
わ
り
始
め

た
時
は
あ
ま
り
に
美
し
く
、

で
き
る
だ
け
長
く
そ
の
景
色

を
楽
し
ん
で
い
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
ま
た
、
オ
ン
ネ
ト

ー
や
阿
寒
湖
の
周
辺
は
景
色

が
と
て
も
美
し
く
、
来
年
気
温
が
暖
か
く

な
っ
て
き
た
ら
も
っ
と
周
辺
を
ハ
イ
キ
ン

グ
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
は
雪
が
降
る
冬
も
と
て
も
楽
し
み
で

す
。
早
く
ス
キ
ー
も
滑
っ
て
み
た
い
の
で
、

ス
キ
ー
場
の
オ
ー
プ
ン
が
と
て
も
待
ち
遠

し
い
で
す
。
私
の
家
族
や
友
達
は
、
私
が

世
界
的
に
も
上
質
な
雪
が
降
る
北
海
道
で

ス
キ
ー
が
で
き
る
こ
と
を
と
て
も
う
ら
や

ま
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ス
キ
ー
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
も
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
カ
ナ
ダ
に

も
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
の
代
表
チ
ー
ム
は

あ
り
ま
す
が
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
方
が

も
っ
と
盛
ん
な
の
で
、
カ
ナ
ダ
人
に
と
っ

て
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
は
あ
ま
り
な
じ
み

が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
冬
は
ぜ
ひ
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
に
も
挑
戦
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
う
ま
く
滑
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
た
く
さ
ん
練
習
し
、
足
寄
で
過
ご
す

冬
を
満
喫
し
た
い
で
す
。

これがフロッカーです

誰でも気軽に楽しむことができます

　

山
田　

哲
哉

　

イ
チ
ゴ
が
好
き
で
脱
サ

ラ
し
、
土
地
３
千
坪
に
90

ｍ
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を

２
棟
で
事
業
を
始
め
て
丸
６
年
で
今
回
の
お

誘
い
を
頂
き
ま
し
た
。
小
規
模
な
が
ら
色
々

な
事
が
あ
り
ま
し
た
。
好
き
だ
か
ら
こ
そ
、

新
た
な
イ
チ
ゴ
を
栽
培
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
強
く
な
り
移
住
を
決
意
し
ま
し
た
。
勝

手
も
違
い
戸
惑
う
こ
と
の
連
続
で
す
が
、
美

味
し
い
イ
チ
ゴ
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
目
的
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
一
度
美
味

し
い
イ
チ
ゴ
を
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

あ
し
ょ
ろ
ふ
る
さ
と

再
発
見
第５回

　

広
い
足
寄
町
の
魅
力
的
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト

や
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
】

　

昨
年
の
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
盛
り
上
が

り
を
見
せ
た
氷
上
競
技
の
カ
ー
リ
ン
グ
で
す

が
、
ネ
イ
パ
ル
足
寄
で
は
暖
か
い
室
内
で
で

き
る
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
。

　

フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
と
は
、
木
製
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
的
に
キ
ャ
ス
タ
ー
付
き
の
木
製
の

フ
ロ
ッ
カ
ー
を
送
球
し
、
得
点
を
競
い
ま
す
。

季
節
や
天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
室
内
競
技
と

し
て
、
１
９
９
３
年
新
得
町
で
誕
生
し
ま
し
た
。

　

ネ
イ
パ
ル
足
寄
の
職
員
の
方
に
細
か
い
ル

ー
ル
を
説
明
し
て
ら
っ
た
の
で
す
が
、
言
葉

じ
ゃ
分
か
り
づ
ら
い
！
と
い
う
こ
と
で
、
実

際
に
体
験
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
フ
ロ
ッ

カ
ー
の
送
球
に
は
コ
ツ
が
い
る
よ
う
で
、
真

っ
す
ぐ
投
げ
た
つ
も
り
が
違
う
方
向
に
。
キ

ャ
ス
タ
ー
が
３
つ
付
い
て
お
り
、
思
い
通
り

の
方
向
に
進
ま
な
い
よ
う
で
す
…
。
こ
れ
は
、

面
白
い
！
！
！

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
男
女
を
問

わ
ず
誰
で
も
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳　

細　

あ
し
ょ
ろ
観
光
協
会
（
細
矢
）

 

☎
25

－

６
１
３
１

地
域
お
こ
し
協
力
隊
日
誌

第3回

足
寄
町
に
移
住
し
て
活
躍
す
る

隊
員
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

池
守　

咲
季

　

足
寄
の
イ
チ
ゴ
は
今
ま

で
栽
培
し
た
こ
と
の
な
い

品
種
で
あ
っ
た
た
め
、
分

か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
で

す
が
従
業
員
の
方
の
指
導
の
お
か
げ
で
、
日
々

新
た
な
知
識
や
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
毎
日
手
を

か
け
て
い
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
見
せ
て

く
れ
る
イ
チ
ゴ
が
愛
お
し
く
、
我
が
子
の
よ

う
に
育
て
て
い
ま
す
。
足
寄
町
内
の
人
に
美

味
し
く
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
今
後
も
精

一
杯
励
ん
で
い
き
ま
す
。

　

山
田　

活
子

　

以
前
は
夫
婦
で
ス
イ
ー

ツ
向
き
の
す
ず
あ
か
ね
と

い
う
イ
チ
ゴ
を
作
っ
て
い

ま
し
た
。
も
っ
と
美
味
し
い
イ
チ
ゴ
を
作
り

た
い
と
探
し
て
い
た
ら
、
ご
縁
で
ス
ウ
ィ
ー

テ
ィ
ー
・
ア
マ
ン
を
足
寄
で
作
っ
て
い
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
イ
チ
ゴ
の
美
味
し
さ
、

個
人
の
ハ
ウ
ス
で
は
考
え
ら
れ
な
い
充
実
し

た
設
備
に
感
動
し
て
足
寄
に
移
住
し
て
来
ま

し
た
。
今
ま
で
と
は
若
干
違
い
の
あ
る
栽
培

方
法
に
戸
惑
い
な
が
ら
只
今
勉
強
中
で
す
。

　

町
の
冷
涼
で
寒
暖
差
の
大
き
い
夏
場
の

気
象
条
件
は
、
イ
チ
ゴ
の
栽
培
に
適
し
て

お
り
、
冬
場
は
温
泉
熱
を
利
用
し
、
一
年

を
通
し
て
ハ
ウ
ス
栽
培
を
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
１
月
１
日
か
ら
、
役
場
経
済
課
農

業
振
興
室
に
所
属
し
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
と
し
て
合
同
会
社
足
寄
ぬ
く
も
り
農

園
で
生
食
用
イ
チ
ゴ
「
ス
ウ
ィ
ー
テ
ィ
ー
・

ア
マ
ン
」
を
栽
培
す
る
た
め
幕
別
町
か
ら

移
住
し
た
池
守　

、
芽
室
町
か
ら
夫
婦
で

移
住
し
た
山
田　

を
紹
介
し
ま
す
。

　

冬
場
の
運
動
不
足
を
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ

で
解
消
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

※
利
用
料
は
無
料
で
す
が
、
ネ
イ
パ
ル
足
寄
（
☎

25

－

６
１
１
１
）
に
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん
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Ⓕ…ファックス

Ⓗ…ホームページアドレス

Ⓜ…メールアドレス

お
知
ら
せ

本別町から陸別町から
資料館企画展

「ほんべつ豆ちしき展」
クリスマス限定

しばれ君・つららちゃんチョコ販売中
（期間限定）

町
職
員
人
事

募　

集

新
人
を
紹
介
し
ま
す

年
齢　

36
歳　

出
身　

帯
広
市

趣
味　

読
書
（
特
に
歴
史
）

「
今
ま
で
は
訪
問
薬
剤
師
と
し
て
、
主
に
高

齢
者
の
薬
物
療
法
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

病
院
勤
務
は
初
め
て
で
す
が
、
今
ま
で
の
経

験
を
生
か
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立

て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
」

宇野　真史
国民健康保険病院

薬剤師

年
末
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売

発
売
期
間　

12
月
21
日
㈯
ま
で

抽
せ
ん
日　

12
月
31
日
㈫

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の
明

る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

詳
細　

役
場
総
務
課
財
政
担
当

☎

25

－

２
１
４
１
内
線
３
０
３

家
屋
を
取
り
壊
し
た
方
へ

　

平
成
31
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
元
年
12
月

31
日
ま
で
に
取
り
壊
し
た
家
屋
に
は
令
和
２

年
度
か
ら
固
定
資
産
税
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

ま
だ
届
け
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
「
家
屋
滅

失
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
法
務
局
へ

の
滅
失
登
記
を
し
た
も
の
は
除
き
ま
す
）
。

な
お
、
電
話
で
の
連
絡
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

家
屋
や
土
地
の
課
税
漏
れ
や
軽
減
措
置
の

適
用
が
正
し
く
さ
れ
て
い
る
か
実
地
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
家
屋
（
車
庫
・

物
置
を
含
む
）
を
新
築
・
増
築
・
改
築
し
た

方
を
対
象
に
家
屋
の
実
地
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
調
査
は
固
定
資
産
税
の
評
価
額

を
算
出
す
る
た
め
に
、
家
屋
の
間
取
り
や
使

用
資
材
を
見
せ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細　

役
場
住
民
課
課
税
担
当

☎

25

－

２
１
４
１
内
線
２
３
５

母
子
健
康
手
帳
交
付
方
法
に
つ
い
て

　

妊
娠
届
け
出
時
に
は
妊
婦
本
人
の
個
人
番

号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
の
提
示
お
よ
び
身
元

確
認
が
必
要
で
す
。
や
む
を
得
な
い
理
由
に

よ
り
代
理
人
の
方
が
届
け
出
さ
れ
る
場
合
は
、

妊
婦
本
人
の
個
人
番
号
の
提
示
の
他
、
代
理

人
の
身
元
確
認
・
委
任
状
の
提
出
が
必
要
で
す
。

必
要
書
類　

①
番
号
通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
個

人
番
号
カ
ー
ド
②
身
元
確
認
（
運
転
免
許
証

や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

場
所　

役
場
１
階
福
祉
課

時
間　

平
日
午
前
８
時
35
分
～
午
後
５
時
５
分

そ
の
他　

書
類
準
備
の
た
め
必
ず
事
前
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
書
類
記
入
、
体

調
確
認
等
で
交
付
に
は
60
分
程
度
か
か
り
ま
す
。

詳
細　

役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当

☎

25

－

２
５
７
１

冬
期
間
は
通
行
止
め
と
な
り
ま
す

区
間　

①
②
道
道
モ
ア
シ
ョ
ロ
原
野
螺
湾
足

寄
停
車
場
線　

③
道
道
オ
ン
ネ
ト
ー
線　

④

林
道
置
戸
・
阿
寒
線
（
旧
緑
資
源
幹
線
林
道
）

期
間　

①
③
④
令
和
２
年
４
月
10
日
㈮
午
前

10
時
ま
で　

②
令
和
２
年
５
月
８
日
㈮
午
前

10
時
ま
で　

※
予
定

詳
細　

役
場
総
務
課
企
画
調
整
担
当

☎

25

－

２
１
４
１
内
線
３
１
８

「
三
な
い
運
動
」
を
ご
存
じ
で
す
か

　

き
れ
い
な
政
治
、
お
金
の
か
か
ら
な
い
政

治
の
実
現
、
選
挙
の
公
正
の
確
保
を
目
指
す

た
め
「
三
な
い
運
動
」
（
贈
ら
な
い
、
求
め

な
い
、
受
け
取
ら
な
い
）
に
ご
理
解
く
だ
さ

い
。
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
お
金
や
物

を
贈
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
有
権
者
が
政
治

家
に
寄
付
や
贈
り
物
を
求
め
る
こ
と
も
公
職

選
挙
法
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
寄
付
禁
止
の
ル
ー
ル

を
守
っ
て
明
る
い
選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

詳
細　

町
選
挙
管
理
委
員
会

☎

25

－

２
１
４
１
内
線
３
２
１

「
新
し
い
ご
み
処
理
施
設
」
に
関
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す

　

十
勝
圏
複
合
事
務
組
合
で
は
、
本
町
を
含

む
十
勝
管
内
13
市
町
村
の
ご
み
を
共
同
処
理

し
て
い
る
ご
み
処
理
施
設
「
く
り
り
ん
セ
ン

タ
ー
」
の
更
新
に
向
け
、
施
設
整
備
の
基
本

的
な
方
向
性
を
示
す
「
新
中
間
処
理
施
設
整

備
基
本
構
想
」
の
策
定
に
当
た
り
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す
。
基
本
構
想

（
原
案
）
や
募
集
要
領
を
十
勝
圏
複
合
事
務

組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
役
場
住
民
課

に
配
置
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
住
民
説
明
会
の
開
催
も
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

募
集
期
間　

12
月
20
日
㈮
～
令
和
２
年
１
月

20
日
㈪
※
必
着

提
出
先
・
詳
細　

十
勝
圏
複
合
事
務
組
合
く

り
り
ん
セ
ン
タ
ー
（
帯
広
市
西
24
北
４
）

☎

０
１
５
５

－
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０
１
５
５

－

37
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Ⓗ
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m
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第
３
次
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
広
域
計

画
に
関
す
る
住
民
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
広

域
連
合
）
は
道
内
１
７
９
市
町
村
と
の
連
携

の
下
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
運
営
し
て

い
る
特
別
地
方
公
共
団
体
で
す
。
こ
の
度
、

広
域
連
合
で
は
市
町
村
と
連
携
し
な
が
ら
処

理
す
る
事
務
に
つ
い
て
定
め
た
「
広
域
計
画
」

を
改
正
し
ま
す
。
こ
の
改
正
に
あ
た
り
、
広

く
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
案
件　

第
３
次
北
海
道
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
広
域
計
画
（
改
正
原
案
）

募
集
期
限　

令
和
２
年
１
月
６
日
㈪
必
着

公
表
資
料　

「
第
３
次
北
海
道
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
広
域
計
画
（
改
正
原
案
）
」「
第

３
次
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
広

域
計
画
（
改
正
原
案
）
新
旧
対
照
表
」

提
出
先
・
詳
細　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
（
札
幌
市
中
央
区
南
２
西
14
）

☎

０
１
１

－

２
９
０

－

５
６
０
１

役
場
住
民
課
保
険
担
当

☎

25

－

２
１
４
１
内
線
２
１
６

放
送
大
学
の
学
生
を
募
集
し
ま
す

　

放
送
大
学
で
は
令
和
２
年
４
月
入
学
の
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

出
願
期
間　

①
令
和
２
年
２
月
29
日
㈯
ま
で
、

②
令
和
２
年
３
月
１
日
㈰
～
17
日
㈫

資
料
請
求
・
詳
細　

放
送
大
学
北
海
道
学
習

セ
ン
タ
ー

☎

０
１
１

－

７
３
６

－

６
３
１
８

Ⓗh
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s
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国道２４１号

オンネトー

雌阿寒温泉

←
国
道
２
４
１
号

林
道
置
戸
・
阿
寒
線

（
旧
緑
資
源
幹
線
林
道
）

道道モアショロ原野

螺湾足寄停車場線

道道

オンネトー線

④
７
・
１
㎞

①３.２km ②４.８km ③３.３km

←
上
螺
湾

　本別町歴史民俗資料館では、“豆のまちほ

んべつ”の歴史を写真や道具などの資料で紹

介する「ほんべつ豆ちしき展」を開催してい

ます。農業、加工業、商業、観光などと結び

ついてきた本別町の豆。いろいろな視点から

見つめ直してみませんか。皆さんのご来場を

お待ちしています。

期　間　令和２年２月29日㈯まで

時　間　火～金　午前９時～午後４時

　　　　　土　　午前９時～午後３時

　※日曜・月曜・祝日・年末年始（12月29日

　　～１月６日）は休館します。

場　所　歴史民俗資料館

入館料　無料

詳　細　本別町歴史民俗資料館（本別町北２）

　　　　☎２２－２１４１内線４１０

　　　　または図書館（☎２２－５１１２）

　今年も「りくべつまちチョコ」が販売を開

始しました。第一弾は、「しばれ君・つらら

ちゃんチョコ」です。クリスマスパッケージ

で１０００

本限定とな

っておりま

すので、ぜ

ひご賞味く

ださい。

　味　　ホワイトアーモンド、ミルク

　　　　ヘーゼルナッツ

　　　　抹茶ホワイトライスキノアパフ

価　格　１本３５０円

　　　　４本セット１４９０円（箱代90円込み）

詳　細　陸別町観光物産館（道の駅内）

　　　　☎２７－２０１２



「広報あしょろ」のあゆみ
　「広報あしょろ」が今月号で８００号を迎えまし

た。長年にわたり町民の皆さんと共に歩んできたこ

れまでの「広報あしょろ」を振り返ります。

広報あしょろ８００号記念

←昭和35年１月発行。

↓昭和36年５月発

行。これまでのＢ４

サイズからＢ５サイ

ズに変わりました。

↑平成６年４月発

行。現在と同じＡ

４サイズに変わり

ました。同年３月

末の人口は１０，

０２４人。→昭和53年８月発行。表

紙には、松山千春　が足

寄町で約５千人のファン

を魅了したコンサートの

様子。同年７月末の人口

は１３，１９０人。

↓平成18年７月発行。北海道広報コン

クール「広報写真・組み写真・市町村

の部　特選」を受賞した北海道遺産螺

湾ブキ特集。

今月の表紙

広報あしょろ12月号　№８００

発　行：足寄町

編　集：総務課総務室　☎25－2141　内線335

〒089-3797　北海道足寄郡足寄町北１条４丁目48番地１

https://www.town.ashoro.hokkaido.jp

☆「広報あしょろ」は本号で８００号

を迎えました。８００号を記念し、

表紙には歴代広報の表紙25枚を、裏

表紙には広報のあゆみを掲載してい

ます。

☆表紙25枚を並べてみると「広報あし

ょろ」のロゴや表紙デザイン、写真

などから時代の流れを感じます。

☆広報に大切なのはもちろん内容です

が、歴代広報担当者を毎月悩ませる

表紙には苦労や撮影裏話が各表紙に

あるようで、少し聞いただけで何だ

か面白そうです…

☆これまで８００回発行してきた「広

報あしょろ」と同様に、今後発行し

ていく「広報あしょろ」も町民の皆

さんからのご協力をいただきながら

発行していきます。よろしくお願い

します。

　広報あしょろ８００号を記念し、これまで

発行された広報あしょろの表紙の一部をご紹

介します。

ひとのうごき

11月末の住民基本台帳

人　口　　６，７９１　人　（－７)

　男　　　３，３２２　人　（－８)

　女　　　３，４６９　人　（＋１)

世　帯　　３，４７７世帯（－３)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民

を含んだ数値となっています。

さ
ん


